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DP1 専門知識と技能　 DP2 研究遂行能力 DP3 教養・社会性・倫理観
専攻分野における高度な専門知識と
技能を修得している。　

自立した研究活動の遂行に必要な能力を
修得している。　

歯学研究者としての教養、社会性、
倫理観を身につけている。

口腔機能解剖学
口腔生理・生化学
口腔機能修復学
顎顔面口腔矯正学
生体管理学
口腔病理学
口腔感染症学
歯科薬理学
放射線診断学
顎口腔外科学
口腔保健学
生体材料・医用工学
保存修復学
咬合機能修復学
総合診療歯科学
口腔組織構造生物学
小児歯科学
歯内・歯周療法学

大学院講義
大学院セミナー

学外の歯学・医学研究者による
大学院特別セミナー

海外の歯学・医学研究者による
大学院特別セミナー

研究倫理に関する大学院特別
研修セミナー

病原微生物学実験法
統計処理の基礎
統計処理の演習
硬組織の細胞生物学
頭頸部の臨床解剖学
分子腫瘍生物学
薬物動態学
感染・免疫学
病因・病態学
生体材料応用学
感覚・運動生理学
顎関節症のエックス線学的
　研究と根拠
研究の進め方
超微形態病理学
細胞培養と器官培養の実際
電気生理学の基礎と応用
分子口腔感染症学
形態病理学
歯科材料学総論
予防歯科・疫学
歯科医療管理学
口腔加齢現象論
齲蝕治療論
咬合発達学
生体機能工学
歯内治療学
口腔インプラント学
インプラント上部構造の科学
包括矯正歯科治療学
顎口腔外科学
有病者歯科学
放射線診断学・治療学
生体管理の基礎と臨床
歯周病学
生命科学実験法

カリキュラムマップ ( 一般選抜 )

博士論文作成

博士論文研究

学位口演

研究経過発表会での発表

研究計画報告書の提出

創意研究に基づく博士論文を作成して、学長に提出する。学位論文は学位取得後一年以内に
査読付きの原著論文として国内外の学術雑誌に公表する。

３年次までの研究成果を全大学院教員の前で口頭発表し、学位論文として
まとめていくための助言を得ると共に、研究の質を担保する。

学位研究に関する研究計画報告書を提出し、それを全大学院教員が確認し、
適切な学位研究が行えるように研究倫理面を含めて助言する。

奥羽大学歯学会において学位研究の内容について口演する。

CP1

CP2

CP3

CP4

CP5

CP6

専
門
科
目
は
、
一
般
選
抜
で
は
１
年
か
ら
２
年
次
ま
で
、
社
会
人
特
別
選
抜
で
は

１
年
か
ら
４
年
次
ま
で
に
履
修
し
、
高
度
な
研
究
活
動
を
行
う
た
め
の
専
門
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

専
攻
科
目
に
関
連
す
る
知
識
と

研
究
手
法
を
修
得
す
る
。

歯
学
研
究
に
関
連
す
る
幅
広
い
知
識
を
修
得
す
る
。

先
端
的
な
歯
学
研
究
に
関
連
す
る

知
識
と
研
究
手
法
を
修
得
す
る
。

国
際
性
向
上
の
た
め
に
海
外
研
究
者

の
セ
ミ
ナ
ー
を
履
修
す
る
。

歯
学
研
究
者
と
し
て
の
教
養
、

社
会
性
、
倫
理
観
を
身
に
つ
け
る
。

4 年以上在学し、30 単位以上を修得し更に創意研究に基づく学位論文を提出し、かつ最終試験に合格した者に学位を授与する。
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DP1 専門知識と技能　 DP2 研究遂行能力 DP3 教養・社会性・倫理観
専攻分野における高度な専門知識と
技能を修得している。　

自立した研究活動の遂行に必要な
能力を修得している。　

歯学研究者としての教養、社会性、
倫理観を身につけている。

口腔機能解剖学
口腔生理・生化学
口腔機能修復学
顎顔面口腔矯正学
生体管理学
口腔病理学
口腔感染症学
歯科薬理学
放射線診断学
顎口腔外科学
口腔保健学
生体材料・医用工学
保存修復学
咬合機能修復学
総合診療歯科学
口腔組織構造生物学
小児歯科学
歯内・歯周療法学

 
 

病原微生物学実験法
統計処理の基礎
統計処理の演習
硬組織の細胞生物学
頭頸部の臨床解剖学
分子腫瘍生物学
薬物動態学
感染・免疫学
病因・病態学
生体材料応用学
感覚・運動生理学
顎関節症のエックス線学的
　研究と根拠
研究の進め方
超微形態病理学
細胞培養と器官培養の実際
電気生理学の基礎と応用
分子口腔感染症学
形態病理学
歯科材料学総論
予防歯科・疫学
歯科医療管理学
口腔加齢現象論
齲蝕治療論
咬合発達学
生体機能工学
歯内治療学
口腔インプラント学
インプラント上部構造の科学
包括矯正歯科治療学
顎口腔外科学
有病者歯科学
放射線診断学・治療学
生体管理の基礎と臨床
歯周病学
生命科学実験法

カリキュラムマップ ( 社会人特別選抜 )

博士論文作成

博士論文研究

学位口演

研究経過発表会での発表

研究計画報告書の提出

創意研究に基づく博士論文を作成して、学長に提出する。学位論文は学位取得後一年以内に
査読付きの原著論文として国内外の学術雑誌に公表する。

３年次までの研究成果を全大学院教員の前で口頭発表し、学位論文として
まとめていくための助言を得ると共に、研究の質を担保する。

学位研究に関する研究計画報告書を提出し、それを全大学院教員が確認し、
適切な学位研究が行えるように研究倫理面を含めて助言する。

奥羽大学歯学会において学位研究の内容について口演する。

大学院講義
大学院セミナー

学外の歯学・医学研究者による
大学院特別セミナー

海外の歯学・医学研究者による
大学院特別セミナー

研究倫理に関する大学院特別
研修セミナー

CP1

CP2

CP3

CP4

CP5

CP6

専
門
科
目
は
、
一
般
選
抜
で
は
１
年
か
ら
２
年
次
ま
で
、
社
会
人
特
別
選
抜
で
は

１
年
か
ら
４
年
次
ま
で
に
履
修
し
、
高
度
な
研
究
活
動
を
行
う
た
め
の
専
門
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

専
攻
科
目
に
関
連
す
る
知
識
と

研
究
手
法
を
修
得
す
る
。

歯
学
研
究
に
関
連
す
る
幅
広
い
知
識
を
修
得
す
る
。

先
端
的
な
歯
学
研
究
に
関
連
す
る
知
識
と

研
究
手
法
を
修
得
す
る
。

国
際
性
向
上
の
た
め
に
海
外
研
究
者

の
セ
ミ
ナ
ー
を
履
修
す
る
。

歯
学
研
究
者
と
し
て
の
教
養
、

社
会
性
、
倫
理
観
を
身
に
つ
け
る
。

4 年以上在学し、30 単位以上を修得し更に創意研究に基づく学位論文を提出し、かつ最終試験に合格した者に学位を授与する。
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DP1 専門知識と技能　 DP2 研究遂行能力 DP3 教養・社会性・倫理観
専攻分野における高度な専門知識と
技能を修得している。　

自立した研究活動の遂行に必要な
能力を修得している。　

 
 

 
 

歯学研究者としての教養、社会性、
倫理観を身につけている。

本審査

学位取得

研究計画報告書の提出

研究科委員会構成員の過半数以上の賛成をもって学位を授与できる者として議決する。

一次審査
研究科委員会で選任された３名以上 5名以内で構成される審査委員会で、
学位論文の審査と学位論文に関連する科目について試験を行う。

学位論文提出
学位研究の内容をまとめた学位論文を学長に提出する。

学位口演
奥羽大学歯学会において学位研究の内容について口演する。

研究経過発表会での発表
これまでの研究経過を全大学院教員の前で口頭発表する。

学位研究に関する研究計画報告書を提出して全大学院教員の確認を受ける。

口腔機能解剖学
口腔生理・生化学
口腔機能修復学
顎顔面口腔矯正学
生体管理学
口腔病理学
口腔感染症学
歯科薬理学
放射線診断学
顎口腔外科学
口腔保健学
生体材料・医用工学
保存修復学
咬合機能修復学
総合診療歯科学
口腔組織構造生物学
小児歯科学
歯内・歯周療法学

病原微生物学実験法
統計処理の基礎
統計処理の演習
硬組織の細胞生物学
頭頸部の臨床解剖学
分子腫瘍生物学
薬物動態学
感染・免疫学
病因・病態学
生体材料応用学
感覚・運動生理学
顎関節症のエックス線学的
　研究と根拠
研究の進め方
超微形態病理学
細胞培養と器官培養の実際
電気生理学の基礎と応用
分子口腔感染症学
形態病理学
歯科材料学総論
予防歯科・疫学
歯科医療管理学
口腔加齢現象論
齲蝕治療論
咬合発達学
生体機能工学
歯内治療学
口腔インプラント学
インプラント上部構造の科学
包括矯正歯科治療学
顎口腔外科学
有病者歯科学
放射線診断学・治療学
生体管理の基礎と臨床
歯周病学
生命科学実験法

カリキュラムツリー ( 一般選抜 )

大学院講義
大学院セミナー

学外の歯学・医学研究者による
大学院特別セミナー

海外の歯学・医学研究者による
大学院特別セミナー

研究倫理に関する大学院特別
研修セミナー

CP1

CP2

CP3

CP4

CP5

CP6

専
門
科
目
は
、
一
般
選
抜
で
は
１
年
か
ら
２
年
次
ま
で
、
社
会
人
特
別
選
抜
で
は
１
年

か
ら
４
年
次
ま
で
に
履
修
し
、
高
度
な
研
究
活
動
を
行
う
た
め
の
専
門
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
る
。

専
攻
科
目
に
関
連
す
る
知
識
と

研
究
手
法
を
修
得
す
る
。

歯
学
研
究
に
関
連
す
る
幅
広
い
知
識
を
修
得
す
る
。

先
端
的
な
歯
学
研
究
に
関
連
す
る

知
識
と
研
究
手
法
を
修
得
す
る
。

国
際
性
向
上
の
た
め
に
海
外
研
究
者
の

セ
ミ
ナ
ー
を
履
修
す
る
。

歯
学
研
究
者
と
し
て
の
教
養
、

社
会
性
、
倫
理
観
を
身
に
つ
け
る
。
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カリキュラムツリー ( 社会人特別選抜 )

DP1 専門知識と技能　 DP2 研究遂行能力 DP3 教養・社会性・倫理観
専攻分野における高度な専門知識と
技能を修得している。　

自立した研究活動の遂行に必要な
能力を修得している。　

 
 

 
 

歯学研究者としての教養、社会性、
倫理観を身につけている。

本審査

学位取得

研究計画報告書の提出

研究科委員会構成員の過半数以上の賛成をもって学位を授与できる者として議決する。

一次審査
研究科委員会で選任された３名以上 5名以内で構成される審査委員会で、
学位論文の審査と学位論文に関連する科目について試験を行う。

学位論文提出
学位研究の内容をまとめた学位論文を学長に提出する。

学位口演
奥羽大学歯学会において学位研究の内容について口演する。

研究経過発表会での発表
これまでの研究経過を全大学院教員の前で口頭発表する。

学位研究に関する研究計画報告書を提出して全大学院教員の確認を受ける。

口腔機能解剖学
口腔生理・生化学
口腔機能修復学
顎顔面口腔矯正学
生体管理学
口腔病理学
口腔感染症学
歯科薬理学
放射線診断学
顎口腔外科学
口腔保健学
生体材料・医用工学
保存修復学
咬合機能修復学
総合診療歯科学
口腔組織構造生物学
小児歯科学
歯内・歯周療法学

病原微生物学実験法
統計処理の基礎
統計処理の演習
硬組織の細胞生物学
頭頸部の臨床解剖学
分子腫瘍生物学
薬物動態学
感染・免疫学
病因・病態学
生体材料応用学
感覚・運動生理学
顎関節症のエックス線学的
　研究と根拠
研究の進め方
超微形態病理学
細胞培養と器官培養の実際
電気生理学の基礎と応用
分子口腔感染症学
形態病理学
歯科材料学総論
予防歯科・疫学
歯科医療管理学
口腔加齢現象論
齲蝕治療論
咬合発達学
生体機能工学
歯内治療学
口腔インプラント学
インプラント上部構造の科学
包括矯正歯科治療学
顎口腔外科学
有病者歯科学
放射線診断学・治療学
生体管理の基礎と臨床
歯周病学
生命科学実験法

大学院講義
大学院セミナー

学外の歯学・医学研究者による
大学院特別セミナー

海外の歯学・医学研究者による
大学院特別セミナー

研究倫理に関する大学院特別
研修セミナー

CP1

CP2

CP3

CP4

CP5

CP6

専
門
科
目
は
、
一
般
選
抜
で
は
１
年
か
ら
２
年
次
ま
で
、
社
会
人
特
別
選
抜
で
は
１
年

か
ら
４
年
次
ま
で
に
履
修
し
、
高
度
な
研
究
活
動
を
行
う
た
め
の
専
門
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
る
。

専
攻
科
目
に
関
連
す
る
知
識
と
研

究
手
法
を
修
得
す
る
。

歯
学
研
究
に
関
連
す
る
幅
広
い
知
識
を
修
得
す
る
。

先
端
的
な
歯
学
研
究
に
関
連
す
る

知
識
と
研
究
手
法
を
修
得
す
る
。

国
際
性
向
上
の
た
め
に
海
外
研
究
者
の

セ
ミ
ナ
ー
を
履
修
す
る
。

歯
学
研
究
者
と
し
て
の
教
養
、

社
会
性
、
倫
理
観
を
身
に
つ
け
る
。
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